
貴重な文化財を火災から守る
文化財防火デーに伴う消防訓練を実施

１月26日の「文化財防火デー」に先立ち、25日、国指定重要文
化財である「大宝八幡宮本殿」が所在する大宝八幡宮境内で消防
訓練が行われました。当日は下妻消防署や消防団、神職、地元住
民など約80人が参加し、地域の防災体制を確認しました。

文化財防火デーは、昭和24年の法隆寺金堂火災を教訓に制定さ
れ、今年で72回目を迎えます。貴重な文化財を火災などの災害か
ら守るため、毎年この時期に全国的な運動が行われています。

訓練では、住民らが消火器による初期消火を実践。続いて消防
署員と消防団第３分団が連携し、延焼を想定した本番さながらの
放水を行いました。参加者は迅速な消火活動の重要性を再確認す
るとともに、地域の宝を守る意識を新たにしました。
� 問 生涯学習課

水道事業の広域連携に向け基本協定を締結
水道は、毎日の生活に欠かせない大切なインフラです。しかし近年

は、人口減少による料金収入の減少、施設の老朽化、地震や豪雨など
災害への備えといった課題が重なり、これまでと同じ形で水道を維持
していくことが難しくなりつつあります。下妻市では、将来にわたっ
て安全で良質な水を安定してお届けするため、茨城県や県内市町村と
連携し、水道事業の広域連携について検討を進めてきました。

その取り組みの一歩として、２月５日に茨城県庁で基本協定を締結
しました。県では令和10（2028）年度からの経営一体化を目指してお
り、今後は法定協議会の場で、料金やサービス水準、施設の更新や災
害時の対応など、市民生活に関わる点も含めて調整が進められます。

市では、これからも安心して水道を利用できることを第一に、持続
可能な運営の確保と、将来の負担をできるだけ抑えることにつながる
よう、検討を進めてまいります。� 問 上下水道課

第26回公民館まつり開催  日頃の成果を披露

２月７日（土）、14日（土）、15日（日）の３日間、千代川公民館に
て「第26回公民館まつり」が開催されました。期間中は約2,000人
もの市民の皆さまが来場し、会場は連日大きな賑わいを見せました。

今回は市内から延べ80団体が参加し、日頃の活動の成果を披露し
ました。ステージでは音楽やダンスなどの熱気あふれる発表が行わ
れたほか、力作揃いの作品展示や、活動の楽しさに触れられる体験
教室など、多彩な催しが繰り広げられました。

ステージを観覧した方からは「一日中色々な発表を見て、市内で
沢山の団体が活動していることを知り、私も参加してみたいと思っ
た」などの感想が寄せられました。

地域の学びと交流が深まる充実した３日間となりました。
� 問 千代川公民館
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消防署と消防団が連携して放水を行いました

将来にわたり安全な水を届けるため、県と市町村が連携を強化

練習の成果を十分に発揮しました（ステージ発表）
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